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牧野総合法律事務所 牧野二郎 様

判決文の素早い共有に「iX500」が大活躍

準備書面・証拠・判決文̶ 『̶ScanSnap』は訴訟に関わるすべての書類に有効

牧野さんはオフィスに「iX500」と「SV600」、2台の『ScanSnap』

を導入し、各々の特長を活かして訴訟に関わる業務を効率化している。

「iX500」が活躍するのは、主にスピードが求められる局面。たとえ

ば民事訴訟で出た「判決文」の複製だ。

「勝ち取った判決文は、読み込んだら大至急、何十部も複製しなけれ

ばなりません。企業の法務部をはじめとするクライアントにお渡しし

たり、執行の準備を始めたりする必要があるからです。このときに

『iX500』があると、時には何十ページにもわたる判決文をあっとい

う間にデータ化できるので、それを E メールで送れば関係各所と即

時の共有が可能です」

判決文の体裁はステープルで一綴りにされた冊子状。注意深く針を外

して単票の集合体にし、「iX500」で一気にスキャンする。

「受け取った判決文は執行する場合以外は自由に使えるので、スキャ

ン後に元通りに綴じておけば問題はありません。判決文は『今すぐに

共有したいもの』ですから、最近はいつもこの方法ですね。コピーを

とって郵送するのとはスピードと効率が比べ物になりませんから」

『ScanSnap』で実現する訴訟業務の効率化とクオリティの更なる向上

牧野総合法律事務所 弁護士法人
牧野二郎 様
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弁護士。1995 年にインターネットに
出会い、いち早く「Internet Lawyer 
法律相談室」を開設。現在は IT企業の
法務を中心に、民事全般に携わる。財
団法人インターネット協会評議委員、
文書の電磁的保存等に関する検討委員
会委員などを歴任。『Google 問題の核
心』『内部統制時代の文書・情報マネ
ジメント』など多数の著書がある。

「牧野総合法律事務所」（東京都千代田区丸の内）

の牧野二郎さんは日本で最も早くインターネット

の法律相談を開始した、自他ともに認める“IT系

弁護士”。有名企業から個人まで多くのクライアン

トを抱え、民事訴訟の法廷にも頻繁に立つ牧野

さんは今、『ScanSnap』の導入で訴訟に関わる

業務の効率化を果たし、サービスの質の向上も

実現しつつある。

多数の名刺を一度にスキャンして
「CardMinder」で管理する。

判決文はステープル留めされた紙の厚い束。
針を外して「iX500」で一気にスキャンする。

大量の名刺もスピーディーにスキャンして管理する

牧野さんは「iX500」を名刺の管理にも活用している。弁護士という

職業柄、手元には大量の名刺が集まる。これを一気にスキャンし、添

付の名刺管理ソフト「CardMinder」で整理するのだ。

「これはものすごく便利です。僕の場合は講演も多いので一日に20

枚くらいの名刺をいただくこともありますし、委員会や研究会で挨拶

するだけでもかなりの枚数の名刺が集まります。これまで名刺は箱に

入れておくだけで活用できて

いませんでしたが、『iX500』

と『CardMinder』があればス

キャンするだけで住所録まで

作れるわけですから、もう便

利のひと言ですよ」
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TEL：050-3786-0811
< 受付時間 > 月～金曜日 10時～12時、13時～17時 ( 当社休業日除く ) 
E-mail: scanners@ml.ricoh.com

https://www.pfu.ricoh.com/scansnap/
2015年02月 Vol.7




